
(1) 主放電型昼間時空電波形の周波数スペクト/レ
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敏

イグノレを準周波と呼び，.始めより!願に第1準周波，第

2準周波 ...と呼ぶことにする.

第 1図の如く，記号t1，t2 • • .は夫々第1半波，第2

半波 ...の始まる時閣を表わし，第1半波の始まる時

間t1を原点に取れば，時間 t2，t3 ...は失々第2半波，

第3半波...ヵ:第1半波に遅れる時間を表わすことに

なる.叉記号a1，a2・・・ は夫A第 1半波，第2半波'"

の振帽を表わし，記号[j(t)，12(1) ...は失々第1半

波，第2半波..，の次の如き時間菌数を表わすものと

する.

第 n半波の時間菌数1"(/)は次の如〈定義される.

!lDち

猛井-mT 

，A1』

吾
一
回

空電波形に関する討論は，最近活援に行われて居り，

~電波形の周波数解析については Bowe (1)(2) が実験

的に観測した結果を報告している.著者は，主成電型

昼間時波形に見受けられる準正弦波形の空電波形tこ着

目し，かかる波形に適用される周波数解析を行い，波

形全体の周波数スベクトノレ及び波形の各サイクル毎の

周波数スペク トノレについて考究し，波形の周波数スベ

グトルの形及びm維の影響等について考察した.
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で，ここで ω"は第n半波の角周波数を表わし， 第 n

半波の準周期は2(t"+1-I，.)である.

=0 

1.波

波形は第1図の如<，各固有の振幅及び周期をもっ

半波長E弦波のー遂の連続波から成ると考え，半波を

始めより!贋に第1半波，第2半波'"と呼ぶ.叉例え

ば，第 1半波及び第2半波の如く，連続する奇数番号

と偶数番号とに夫々対応する 2つの半波から成る 1サ

11.周波数解祈
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数学的に取扱う波形
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第1図
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(2) 

なる関係がある.上式でt，{及び ωは夫々時間，周波

'Tn(f) = r:ん(t)e-iw1dt，1
ln (/) = J二<I>n(f)eiwtdf，J 
但し，j=..j士i.

tマ

2.竿溌，準周波及び波形の時間函数と周波数函数

上に述べたと手波，準周波及びそれらの連続から構成

される波形については夫均時間函数と周波数函数との

聞に，フーリエ変換及びフーリエ逆変換による照応が

存して数学的に取り扱うことが出来る.!lDち，第n半
波の時間函数In(tlと周波数函数<T..(/)との聞には，



数及び角周波数である.

同機に.i倖周波の時間函数及び周波数函数を番号に

対応して失々 ql(t).q2(t) ... ; Ql(!). Q21!)...とす

れば，第n準周波では，

Q仏.. パ(ω=j:;れ似州{μ川t幻)41-川 ム

q..(仰tり)= Jに:二:Q仏nバJ川(げωf乃}阿dω匂.J j 
なる関係が成立し，(3)の左辺の 2つの函数Q，，(f)及

びq..(t)は，第n準局波を構成する半波.JWち第(2n-1)

半波及び第2n半波の周波数函数及び時間函数により

表わすことが出来る.且日ち

Q..(f) =φ2..-1(f)+φ2，，1f) ) 

=にふーω _jw叫 j::ゐ..(t)e-叩， 1 
~.. (/) =I2..-1(t)+h，，(t) I 
t+由 t+由 t
=1 国や2..-1(f)ej叫 df+J_a<l>2..(f)ej叫 df・1

(4) 

となる.

波形の時間函数及び周波数函数を夫~ I(t)及び

ゃ(/)とすれば，同様に

N -国

φ(/) = I I(t)e-j'ytdt. 1 
J-曲 '_ _ _ > (5) 
r+∞ E 

I(t) = 1 φ(/)e1叫d. J 

となるが.(5)の左辺の2つの菌数は，半波:WGは準周

波η周波数函数或は時間函数により次の如く表わすこ

とが出来る.

φ(/) =~恥(/) I 

寸=J:ご:主M
> (6) 

Iれ(げ川tη)=~Iバt) I 

=にさ(叩)}e吋 j
mし，mは空電波形に見られる半波総数を表わす.
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(3) 

3.半波， E竪周波及ひ.波形の周波数函数を求める

計算式

(1)を用いて空電波形の各半波，各準周波及び波形

の周波数函数を求める式を誘導することが出来る.

t!Oち第n半波の舟波数函数は，(2)に(1)を代入すれ

ば，

F十回
φ，，(/) = 1 1，，( t )e-j'utdt 

=jr(ー1)円 ..sinω，，(/-t..)e-川

となり，これに t-t"=5の変数変換を行い，第n半

波の準周期2(t，，+I-t，，)を T..とすオUま
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r沼12
=( - 1)川 lane -;岬t..j~ '''-sin ω..se-iw.d5 

=( -1)"+la"e-j叫 η

2山 cos(.)T"e-Jヂ
(ω"ーω)(ω..+ω)--- 4 → 

=(-1)η+12a .. 

ωTn 
ω，.cos ..:..ーァー
~e-iω(Mzp} (7) 

(ωnー ω)(ω"十ω)- • ¥ • ， 

となる.上の結果を用いれば(2)より第n半波の時間

函数を次の如く表わナことが出来る.即ち

ん(t)=に(ー1)川 2a"
(J..∞s江主

x . ，." ， e1w(l-t，，-!F-) dγ 
(ωnーω)(ωn十(J)~ . ' "J 

=J: (ー1)叫 14a.. 
ωT.‘ ω.. cos;.::__，ー: 月、
せ cωω( t一九- ~.n)d! (8) 

(ωn一ω)(ω“+ω)----，-4/ 
となる.

m周波は第p絵周波を伊jに絞り， (4)の後の式に
(7)を代入すれば後間函数ql(t)は，

UI∞sー ω2COS (JT2 
ωTr 

ql(t) = r: {2al"(ωlー ω)い二ω)日 (1，守)-2a2"(叫ーω)(ムω)日 山手}eJ叫 4t+∞ 

刷 coslJ7 " ー

= f:会(ー1門 a 地 中(日ーと)d!. (t.J，‘+l.J)( 吋ーω)----，- -. 4 / (9) 

となり，(9)の右辺の被積分函数は周波数函数に時間 同様に，波形の時間函数 I(t).t(6)の後の式に

因子を繋じたものである. (7)を代入すれば，
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...ω" cω空!'"国，… .d T 、
的)=J:閣{呂(ー1)川 2仇{刷ーω)(ムωje-向山

ωT .. 
叩 ω"cos-ーナ

=j7JS(-1)叫 14Q" (…J)(ω，iω) COS lJ(t-tn一号)}df 

となり， (10)の右辺の被積分函数は周波数函数に時間

因子を乗じたものである.

従って上の諸式から空電波形の準周波及び波形の各

周波数スベクトルを計算することが出来る.

4.図式求値法

扱て，半波，準周波及び波形の各周波数スペク トル

は夫々 (8)，(9)及び (10)の各時間函数を表わす無限

積分の被償分函数から数値計算によ り求めることが出

来るが，この計算l土手数が掛り厄介なので，主として

図式求値法によった.

hcos辺f
第2図 . を表わすグラフ

(ω，，- lJ)(ω，，+ω} 
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第2図は

山吉竺子
(ω，，-lJ) (刷十ω)

但し ω=2ザ

の値を縦軸に取り半波の準周期 T"を横車自に駁って，

周波数fをパラメ ーターとして得られた幽線を示し，

周波数fが5，10及び15kcの場合の幽線を例示し

た.~nちこれは.~皇周期 T" を有ーする正方向単位探憾半

波長正弦波の周波数スベクトルにおける周波数fの振

幅低を， 準周期 T"について計算して得られた曲線で

ある.第2図に例示した曲線7)他に， 1，2ふ6，7.5，9，

(10) 

11， 12.5 Et..び 30kcの州波数に関する諸幽線を求め，

観測された空電波形の周波数解析に用いた.観測され

た袋電波形から振幅Qn，遅れの時間tn，諸島周期T"及

び角周波数 ω" を求めて上記諸fIlI~泉 を利用すれば， 飽

単な計算を併用して与えられた半波の周波数スベクト

ルにおける周波数fの振幅

(JT It 
ωn cos-ーで-

( -1)川 Qn(.，，.-lJ)(ω，斗ω) (l1i 

ヵ:符号を含めて得られ，相対的位相角

ω( -t..ーを) (山

t主計算により求められる・

次に，阿形方眼紙の動径上に周波数/の振幅 (lli

を取り，叉仮りに反時計方向の角度に相対的位相角

(12)を取ると，(8)の右辺の第n半放の周波数函数に

表わされる周波数fの振幅及び相対的f昨日角を方銀紙

上の一点に対応せしめることが出来る・同厳に (9)及

び(10)から，準周波及び波形の舟波数函数に表わさ

れる周波数fの各振幅及び相対的位相角は， 2倒或は

m倒の月形方眼紙上の点群に夫々対応せしめること

が出来る.従って， これらの点若手vこより表わされるペ

グトルの和を図上で求めれば，準周波或は波形の周波

数函数にき受わされる周波数fの振幅及び相対的位相

角が求められる訳で‘ある.

111.準周波

IIに述べた周波数商事祈法に基づいて図式求値法に

より，若干の波形の周波数スペグトノレを求めた.解析

した波形は主に当研究所所員が昭和29年9月6日か

ら12日の期間監川，秋田及び熊本の 3観測地点で行っ

た空電観測中，熊本で携帯用波形測定添削に記録され

たものである.以下解析結果について考察する.

1.準周波スペクトル

一半波の周波数スベク トルは，第2図から解るよう

に，概して侭周波側より高周波側へ向うー方向減少の

形をもっているが，一準周波の周波数スペクトルは第

3図の如く，或る阿波数で最大となりその南側へ向っ

て減少する月三をもっている.即ち第3図に見られるよ
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第3図 波形及び各準周波の周波数スベク トル
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第4図準開放の周波数スベグトルにおける

最大振幅及び半振幅周波数の分布
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第4図の諸舟波数に関する分布は，者干の波形に関

するもので，最大振幅，上方及び下方半振幅の各周波

数とも.多少ある周波数範囲に拡がることを示したが，

3周波数とも準周波番号の治加に伴う低周波側への移

行を示し， 移行速度は最大振幅及び上方半振幅の両周

波数において叉低い準周波番号で急である.

3.各周波数の相対的緩備強度

IIIの2に述べたことについで，準周波の周波数ス

ベクトルの形が番号と共に変化する有様を，周波数

7.5 kcの振幅に対する各周波数の相対的振幅比を取っ

て示せば第5図の如くなる.第5図(イ)， (ロ)， (ハ〉

及び (:. )はいずれも，議周波番号・を核戦に取り相対

的振幅比を縦軸に取った.第5図の (イ}及び (ロ)は

夫A 周波数12.5及び5kcの相対的振幅比を表わす点

のちらぼり具合を示して居る.番号毎にかかる点の平

。

号に，波形の周波数スベグ トルと類似の形をもつから

準周波の周波数スペグ トルは，波形の周波数スベグト

ルを構成する周波数スベグトノレ成分と考えてよい.

第3図は昭和羽生F・9月8日15時10-13分の聞に

記録された波形に，周波数解祈を行った結果から，波

形及び各準阿波の周波数スベク トルを図示したもので

あるが，両極周波数スベグトルの関係について一般の

概念を与えると考える.即ち第3図から各周波数スベ

グトルの振幅強度の相対的関係，準周波番号の変化か

ら周波数スベグ トルに生ずる形の変化及び準周波の周

波数スベグトル全体の低周波倶1]への移行等についての

諾概念が得られる.

2.最大須幡，上方半緩傭及び下方半自民帽の

各周波数

波形の阿波数スベグトルにおいて，最大擬幅及びそ

の1/2倍乃振帽をもっ高係各周波数を夫々波形の最大

振幅周波数，上方半振領周波数及び下方半振幅周波数

と呼ぶこ ととし， 準周波の周波数スベク トルについて

も問機に各準周波の最大振幅， 上方半振幅及び下方半

振幅周波数と呼ぶこととする.

扱て解析した波形について，懲周波の周波数スペグ

トルにおける最大振幅，上方半振幅及び下方半振幅η

各周波数の分布は第4図の如〈なる.第4図にはー準

周波番号・を横軸に取り， it.1l周波の最大振幅{吋， 上方

半振幅 (・)及び下方半振幅 (0)の各周波数を縦車両に

取った.扱て第1準周波の周波数スベグトルを表わす

曲線は周波数に関する変化ヵ:緩かで，上方及び下方半

振幅7)両周波数は夫身 15kc以上及び 1kc以下の周

波数範囲にあるものが多く ，これらの求められなかっ

た上方及び下方半振幅の各問波数は夫'"15 kc及び

0.5kc附近にロ印を附して表わしている.第2準防波

以下についてもこれに準じた.



~点を結べば第 5 図 (イ} 及び ( ロ ) の平均折棋が得ら

れる・かかる平均折線を若干の周波数について求め第
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5図(ハ)及び(エ)に示した・第5図(ハ)及び{エ}

は夫々 7.5kc以上及び7.5kc以下の諸周波数に分け

て示しているが，概して逆の傾向を示し，第51:経周波

で各平均折線は共に上向を示して居る・これらは準問

波の周波数スベグトノレが番号と共に低周波側へ移行す

ることに対応して居句，例えば第5 図 (ハ ) の 1∞9~

第 5関

各準周波の周波数スベクトルにおける周波数の振幅

上と同ーの準周波の周波数スペグトノレにおける
周波数7.5kcの側面

150 

以上の値は， 最大振幅周波数が 7.5kcより高い場合で

あり，1∞%以下の値は7.5kcより低い場合である・

第5図(ハ)及び(.:.)の第5i巨問波の周波数スベク

トノレにおける各周波数の相対的振幅比の均加或はその

非常に大きい値は，第5$周波の周波数スベグトルが

侭閃波側に移行し，その急変化部分が通過して緩慢な

変化部分が7.5kcの向波数附近に入るからである・

倫，第5図(ロ )及び (エ)に点絞で・連結線を示してあ

るのは，スケール外の点につながることを表わしてい

る.

4.波形及ひ・準周波の各周波数スペクトル!こ

おける最大掻備の相対的強度

各準周波ヵ:波形の周波数スベグ トルにどんな割合で

寄与するかをみるのに，各準周波の周波数スペグトノレ

における最大開高を波形のそれに対する百分比を以て

表わせば第6図の如くなる・準周波番号を棋戦に取

り，上の振幅比を縦軸に取った・従って最大振栃の大

いさからのみみれば，波形の周波数スペFトルに対す

る寄与は第2及び第3:lj!!周波ヵ:主として働いているこ

とが解る.
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IV.渡形の周遊数スペクト)&，
解析を行った波形の周波数スベク トルを第9図ー1，2

及び3に示した.周波数を様車出に取り，周波数の振闘

を縦軸に取った.A-Dの波形は昭和29年9月8日

91尋問-13分，E-Gの波形は同日 15時 10-13分及

びHの波形は翌日の9時 10-13分の各観測期間に，

熊本で携帯用波形測定訴に記録されたものである.

l-Kの波形は昭和29年3月の観測期間に，強}IIで

W.ω裂の空電波形測定恭仰に記録されたものであ

る・これらの3月の波形は準周波及び以下の考察には

含めなかった.

1.波形の周波数スベクトル

IIIの鍛周波において考察した波形について，各朗

自主数スベク トルを周波数7.5kcの振幅に対する百分

比を以て→~に表わせば第7 図の如くなる.横軸に周

波数を取り，縦軸に百分比を取った.

扱て，以下に波形の周波数スベク トル及び IIIに

扱った諸島周波の周波数スペグ トルとの関係について考

察する.

解析した波形の周波数スペグトルにおける最大振

幅，上方及び下方半振幡の各問波数は夫々 6-10kc， 

9.5-14.5 kc及び 3.5-5.5kcの各周波数範囲に在る
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ヵ"これを耀周波毎最大振幅及び半振幅周波数の分布

を表わす第4図と くらべると，波形の最大振幅周波数

に関する 6-10kcの周波数範囲は，第4図から第2

準周波の最大娠幅舟波数に関する変化範聞と大約一致

し，叉第3i{!;周波に関する向上の変化範囲の上半にか

かっている.叉波形の上方半振幅周波数に関する9.5

-14.5 kcの変化範囲は，第2反び第3lj!!周波の同じ

周波数に関する変化範囲に大約一致している.従って

第6図の第2及び第3i{!;周波が波形の周波数スペクト

ノレに対ずる寄与の大いさから，波形の周波数スペクト

ノレにおける最大振幅及び上方半振幅の両周波数，従っ

てこの両周波数附近の周波数範囲は主として，第2及

び第3準周波に影響されると考えられる.

この関係については，準周波毎の最大振幅及び半振

幅周波数分布を表わす第4図，準周波の周渡数スペグ

トルにおける各周波数の相対的振幅強度を表わす第5

図及び準周波の周波数スペグ トルにおける最大振幅

を，波形の周波数スベクトルにおける最大振憾に対す

る百分比で表わした第6図から考察することが出来

る.以下第41笹周波の周波数スベグ トルにつレて考え

る・第4i緯周波の周波数スベグトルにおける最大振幅

周波数は第4図から平均を取ると約5kcになる.叉

第7図 解析した波形の周波数スベグ トルにおける各周波数の振幅分布
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第 5図から第.p修周波の周波数スペク トルにおける周

波数5kcの相対的振幅比は約 170%，であり，これは

周波数7.5kcの振憶に対するものであるから，逆に

周波数7.5kcの周波数5kcに対する相対的振幅比は

1CO/170となる.叉第6図から第4準周波の周波数ス

ベグトノレにおける最大振幅周波数即ち5kcの振幅は，

波形の周波数スベグトPレにおける最大振幅に関して表

わせば，平均約40/100である.この上に得た2つの

ー数を掛ければ，第4準周波の周波数スペクトルにおけ

る周波数7.5kcの振幅を，波形の周波数スペグトル

における最大振憾に関して表わしたものになる.即

ち4/17がこれである.第 4準周波の周波数スベク ト

ルにおける他の周波数の振幅を，波形の周波数スペグ

トルにおける最大振幅に関して表わすには，第 5図

ゎ、 } 及び(~)において，第 4準周波に関する各周波

数の縦軸の読みに 4/17 を掛けれ~íよい.各1準周波の

周波数スペグトルにおける周波数7.5kcの振隔を，

波形の周波数スペグトルにおける最大摂憶に関して表

わすことは同じようにして出来る訳で，第 1，第 2，第

31えび第4準阿波に関して失々約1/5，1/2， 1/2及び

4/17となる.これらの数を 9kc及び5kcの両周波

数について使用すれば， 9kcの場合には，第 1，第2，

第 3及び第4t告周波による振幅に対する寄与は失々

:21，51，41及び 13となり，第2及び第3準周波が主

たる影響を有して居る.叉 5kcの場合には，第 1，第

2，第3及び第4箪周波による振幅に対する寄与は夫h

18ふ44，58及び41となり，高番号の準周波まで影響

が大きいことが解る.これらの数値は，平均に関する

もので，例えば5kcの周波数の場合には第5図(ロ)

1に見られるように，点のちらばりによる変化があるこ

とは明らかである.

扱て，再び波形及び主総周波の両周波数スペグトルの

間の関係に戻るも，前者における下方半損隠周波数は

3.6-5.6の周波数範囲に在って，第4及び第5準周波

の周波数スペグトルの最大振幅周波数の変化範囲によ

く一致し，叉第3準周波に関してその変化範囲の下半

にかかっている.従って，波形の周波数スペクトルの

ー下方半振幅周波数附近の周波数範聞は，これら高番号

の準周波の影響が大きいと考えられる.

2 周波数スペクトルの単峻性と双峰性

第9図-1，2及び3に掲出した 11例の波形に関する

潤波数スペグトルの形は，大多数は単峰性を示し，C

の波形のみ著しい双峰性を示した.扱て，B及びCの

両波形は，昭和29年9月8日9時10-13分の観測期

間に記録されたものであり，叉壁JII，秋田及び熊本の

3観測地点において，空電源を指示する各、の方向線

は，いずれも土1.5。以内の一致を示した.従って，こ

の阿波形の笠宮源は，可成り近接すると推論されるの

である.記録された詞波形をくらべると，波形の始め

の数半波はかなり類似点があるが，著しい差異がそれ

以後の半波に見られる.J，lsちCの波形は半波，振幅が

始めより淘i次減少するが，振幅事実衰の後再び振幅が確

立して，長い準周期の半波が比較的大振隠で連続す

る.

かような Cの波形の半波による構成が，周波数スペ

グトルの双l峰性に関係するかどうか，図式求値法によ

り周波数スベグトルを求める過程を調ベてみる.第8

図l土第9図ー1C波形の周波数6，7.5及び10kcの各振

幅を求めるペグ トル合成図を示し，各周波数に関する
←ー+一→ 一一→
0-1，1-2及び2-3...の諸ベグトルは失々第1主主

波，第2半波及び第3半波.'.が各周波数の振隠に寄
一一+

与するベクトルであり，0-12の 3ベグトルは，周波

数 6，7.5及び10kcの各振幅及び相対的I昨日角を表わ

す合成ぺグ トルである・

第8図から，第1半波より第6半波までの寄与を表
一一一歩

わず 0-6の3ペグトルを〈らべると，周波数10.7.5

及び 6kcのj慣に振幅が大きし第9図・1B波形の周

1'" 

第8図 ペグトノレ合成図
27rr 

、。
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第9図・1.波形の周波数スペグトル(1954年9月}
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務9図-2.波形の周波数スペグ トル (1954年9月)
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第9図・3.波形の舟波数スペク トル (1954年:3月)
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波数スベクトノレにおける傾向に一致する.叉第7半波 ベグトノレを示したことにも現われていると考えられ

以後即日野の半波棚再確立後の連続報によ る・

る影響は 0-12の3ペグトルから，周波数6kcにお 3.波形の周波数スペクトルと距離

いて振幅増加著しし 周波数10kcにおいては振幅増 8.空電源の位置

方日僅少で，周波数7.5kcにおいては却って振隔を減少 波形の周波数スベグトルと距離との関係について，

させている・以上のベクトル図の追跡から，第9図・1 解析した波形若干について考察するため， ~電源位置

C波形の周波数スペグトノレは，半波探傾碍擁立後の連 及び距離は次の如〈定める.

続半波に基づくことが現解されるが，これは叉第9 1.空電源位置は従来通り 3交会法，tl[lち豊川，秋

図-1から，同じ空電源附近に発生したと推論される 回及び熊本の3観測地点における各空電方位測定訴の

波形中の一つ，即ちB波形は単峰性の周波数スベグト 指示する 3方向線の一致点とするが，一致せぬ場合

ノレを示し，他の一つ，即ちC波形は双峰性の周波数ス は，一方向線の最少移動角度で一致する点とした.
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2.同時刻のさを電観測期間中，HOち毎鋭測時の 10 つの空電波形を取れば，距離15∞-2100km，24ω，
-13分及び20-23分の聞に記録された会空電の中， ー2700km及び2600-3700 kmの各変化箭図におい

3方向線が土1。以内で一致する空'屯は同一空電源に て夫々6，7.5及び9kcの最大振幅周波数を示 した.

発するものと見倣し，同一群に入れ， 同ー群に属する 叉A-Gの7つの空電波形を一括して取れば，距離
空軍の距離を考慮した 1200-2700km， 2600-37∞km及び35∞-4oo0km
3.豊川， 秩国及び熊本の3観測地点の中， 一地点 の各変化範囲において夫k 6-7.5 kc， 9 kc及び6-10

欠測のとき記録された波形で，一方向線のプヨウy管 kcの最大振傾向波数を示した.従って解析した波形

菌の方位像力:惰悶であるものは距離不確定とした. については，9時及び15時の各観測期間に記録され

b.周波数スベク トルの最大振幅周波数と距離との た波形に区別した場合，或は両者の波形を一括した場

関係 合共に，波形の周波数スペグトルにおける最大振幅周

波形の周波数スペグ トルと距綴との関係を考察する 波数は大体，距離と共に高周波側へ移行する傾向がt.>

とき，最大振幅周波数が距離と どんな関係にあろう ると考えられる.

治、.第1表に解析した波形の距離及び最大振幅周波数

とを縄出した. V.結 4吾
盲

第 1表第1列のA，B...の諸記号は，第9図-1，2 以上，主放電型昼間I存在主形中の準正弦波型の波形活

及び3の周波数スペグ トルの波形を呼ぶのに用いる. 千について，本文に述べる処の周波数勝斤を行い，波

@.@及び⑮は夫々昭和 29 ~. 9 月 8 日 9時，昭和 29 形の周波数スペクトルとその成分と考えらるべき準防

長f.9月8日15時及び昭和29年9月9日9時に行われ 波の周波数スベグ トルとの関係について若干考察し，

た各観測回を表わして居。，A波形の⑪10-36はng 叉9月の観測期間に記録された波形として， 周波数ス

和29年9月8日9時10-13分の聞に記録された番号 ベグ トルの単峰性と双峰性及び距離との関係について

36の笠竜を表わして居る・第 2列括孤内に表わす数 考察した.解析した空電波形の数が少いため，勢い討

は，IV， 3， aに述べた同一群に属する空電源距離の変 論は限定されたが，今後倫多くの波形についてこの方

化範闘を示した. 法を適用したい.

l，:g1表よ り，観測期間rド9r時の観視IJr時に記録された

波形として，A-Dの4つの波形を取れば，距議1200 VI.謝 辞

-14∞kmの変化範囲で最大様幅周波数は7.5kcを 本研究は，金原所長の御指導下に，岩井助教授始め

示し，距離3500-4∞Okmの変化範囲において，最 当所装置関係諸氏の御協力により観測された笠竜資料
大振幅周波数は 10kc及びIV2に述べた問波数スベ に基づいてなされ，研究中は始終佐尾助教授の御助冨

グトルの双峰性により 6及び 10kcを示した.叉 15 及び御激励を受け， 文整煩，計算は，前回，杉田雨模

I時の鋭部j時に記録された波形と して E，F及びGの3 の労を煩わした次第で，ここに金原所長始め関係助教

第 1表

波形デ ー ト | 距 離 |最大振幅周波数
I (km) I (kc) 

A.白f@Ui 10-36 12∞ 7.5 
B. @10-37 35∞ 10 
C. (II) 10-71 4以)() 6，10 
D.@ @10ー73 1400 7.5 
E. (I3) 10-34 26∞(2400-2700) 7.5 
F.@ ⑬ 10-44 2600 (2600-3700) 9 
G. (I3) 10-45 17∞(15∞-21∞} 6 
H.⑮ 10・28 不確定 7.5 

授，助手及びI議員の方4に深謝する次第である・
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